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②
③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

⑬
⑭
⑮
⑯
⑰

⑲
⑳
㉑
㉒

□
□

Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

（①＋（②－③））

⑱

（①＋②＋⑪）

（⑩＋⑫）

（⑭－⑮－⑯－⑰－⑱－⑲）

（④－⑤）

（⑦－⑧－⑨）

「 」を使用して計算します。
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3 2 0 0 2 1 0

6

0
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○ ○ ○ ○ ○ × × × × ☆ ☆ ☆ ☆

2 7 5 0 0 0

32 0 2 0 6 0 0

02 0 0 0 0 0 0

7 4 5 6 0 0

3 0 85 0

0 3 0 85 0

ヘイモト　サフ゛ロウ

神戸市中央区○○△丁目×番×号 土地

家屋 自用家屋
家屋
木・瓦
居宅

宅地 自用地

270,000神戸市中央区○○△丁目×番

神戸市中央区○○△丁目×番地

（持分2分の1）
165.00㎡

124.21㎡ 745,600

23,020,600

1.0

丙本  三郎

3 2 0 0 2 1 0
6

ヘイモト　サフ゛ロウ

神戸市中央区○○△丁目×番×号

丙本  三郎

3

3 2 0 0 2 2 0

神戸

無職

ヘイモト キョウコ

×××

神戸市中央区○○△丁目×番×号

丙本 京子

××× ××××××× ××××

4 2 9

3 0 2 0 6 0 0 32 0 2 0 6 0 0

1 9 2 0 0 0

1 9 2 0

1 9 2 0

1 9 2 0 0 0

1 9 2 0

（ ）

××××△△ △ △××××

、 し の の した 、 し

し 、 た の の の

の 用 た、 の 、 用し

し
の 要 、 し

、 し

（

）

書 添付

（

添付書類

）

（

）

☆ ☆ ☆ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×
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この は、 年 に贈与を受けた財産に対して配偶者 除（2 除）の特例を適用すること

できる どう について な 目を したものです。この 欄の のみに ある場合には、原

としてこの特例の適用を受けること できます。

1 贈与者はあなたの配偶者（ 又は ）です 。

2 の 出をした ら贈与を受けた までの期 は 2 年 上です 。

3 これまでに、この特例の適用を受けたこと あります 。

4
3 した の 記 し

、この特例の適用を受けたときの贈与者と の贈与者は です 。

5 贈与を受けた財産は 動産（土地等・家屋）又は金銭です 。

6
た財産の 産 の 記 し

その 動産は、 内にある 動産です 。

7

た財産の の 記 し

その金銭を 年 1 までに 内にある居住用の 動産の取得に てます

。

8
又は の 動産に現 居住しています 。又は 年 1 までに居住す

る みです 。

9 引き きこの 動産に居住する 定です 。

この贈与 の配偶者 除の特例の適用を受ける場合には、贈与 の 告書等に、 の に る書

を添付して 出しなければなりません。

添 付 書

1
の の （居住用 動産又は金銭の贈与を受けた ら 1 を した に作 された

ものに ります。）

2
の の の し（居住用 動産又は金銭の贈与を受けた ら 1 を した に作 されたも

のに ります。）

3

記 などで受贈者 除の対 となった居住用 動産を取得したことを証する書

分 の の の

当する を で んでください。

の の の 類

　 告書への 動産 号等の記入又は 記事 証明書の しなどの 動産 号等の記載のある書 の 出をす
ることにより、 記事 証明書の原 の添付を すること できます。
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